





















































































今回はこれらを積極的な ICT（Information ＆ Communication Technology）の活用によって行っ
た。「話し合いの場」は「SNS・Web会議システム」で、「図面・モデル類」の共有は「3D Cad
ソフト」の活用である。コミュニケーションに介在するコンピュータは構想側が「Mac Book 
















































































































































































































Figs.1　作品『解脱の発射台／The Other Side of the Endless Knot』2019〜2020年
－（11）－











Figs.12　Print3D での STL 形式データの視認画面
－（14）－
Figs.13　制作工程確認モデル
